
（別紙３）

～ 2026年　9月　20日

（対象者数） 24 （回答者数）
18

～ 2026年　9月　20日

（対象者数） 10 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

アセスメントの精度をさらに高め、発達特性や行動の背景、

感覚特性等を多面的に捉える。支援目標と日々の支援を明確

に関連付け、記録・モニタリングによる支援効果の検証を行

い、個別支援計画の見直しにつなげる。

2

意思表出や理解の特性に応じた選択肢の提示方法を工夫し、

自己選択・自己決定の機会を増やす。成功体験を積み重ねな

がら、自分で考え、選び、行動する力を育み、将来の自立や

社会参加につながる支援を充実させる。

3

「5領域」の視点から各活動の目的をより明確にし、個別活動

と集団活動を組み合わせながら、日常生活、コミュニケー

ション、社会性等の発達につながるプログラムを充実させ

る。あわせて発達特性や感覚特性に応じた環境調整を進め

る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

学校、相談支援事業所、医療・福祉等の関係機関との情報共

有をさらに進め、必要に応じて支援会議等を活用する。地域

資源や地域行事等も活用し、こどもの社会参加や地域生活に

つながる経験の機会を段階的に広げる。

2

面談等を通じて家族のニーズをより丁寧に把握し、こどもの

発達特性や家庭状況に応じた相談援助・情報提供を充実させ

る。家族懇談会等も活用し、保護者同士が経験や情報を共有

できる機会を継続的に設ける。

3

支援記録を活用して、こどもの行動や変化、支援方法とその

結果を検証する機会を充実させる。ケース検討等を通じて支

援の根拠を職員間で共有し、「アセスメント→計画→実践→

評価・見直し」のPDCAサイクルを強化する。

○事業所名 こどものひろば　せかんど

○保護者評価実施期間
2026年　9月　7日

○保護者評価有効回答数

2026年　9月　7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　9月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

支援後の振り返りや支援方法の共有をさらに充実させる必要が

ある

日々の支援内容やこどもの様子を記録し、職員間で共有してい

る。支援開始前には打合せを行い、その日のこどもの状態や支

援内容、役割分担等を確認している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域や関係機関との連携・交流の機会が十分ではない

学校との情報共有や連絡調整を行い、こどもの状況や支援内容

について共通理解を図るよう努めている。また、必要に応じて

相談支援事業所等との連携を行っている。

家族支援や保護者同士の交流機会をさらに充実させる必要があ

る

送迎時や面談等を通じて保護者との情報共有を行い、家庭での

困りごとや相談に応じている。また、保護者同士が交流できる

機会づくりにも取り組んでいる。

一人ひとりの特性や発達段階に応じた個別支援

日々の様子やアセスメントから、こどもの特性、得意なこと、

苦手なこと等を把握し、個別支援計画に基づいた支援を行って

いる。また、職員間で支援目標や支援方法を共有し、一貫した

支援を意識している。

こどもの意思や主体性を大切にした支援

こどもの気持ちや意思を尊重し、活動や過ごし方を選択できる

機会を設けている。職員が一方的に決めるのではなく、本人が

「やってみたい」と思える関わりを意識している。

安心して楽しく過ごしながら成長できる環境と活動

こどもの興味や特性、その日の状態等を考慮して活動内容を工

夫し、活動が固定化しないよう取り組んでいる。また、必要に

応じて過ごす場所を調整するなど、安心して活動できる環境づ

くりを行っている。

事業所における自己評価総括表公表
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